
第３回プレ検討委員会 

１班  (８名) 32 件 

インターネットを活用して、 

市民の意見を聞く 

インターネット 

掲示板に書き込む 

インターネットの活用 

(You Tube などの利用 

も可能性があるのでは

ないか。) 

掲示板等の活用

（記名式） 
メールの活用  

集まった意見を見れる

ようにする 

（集約して展示） 

インターネットを使った

議論の開催・・・ 

時間とその場を決めて 

プレ検討委員会やオープンスクエア

に参加できない人（仕事で忙しいな

どの理由で）へ向けてアンケートが

必要だと思う。 

（パソコン、ケータイ、街頭で実施）

団体等へ出向いて直接市民の意見を聞く 

市内事業所（会社）

に勤務する社員を

対象に話しを聞く 

現職議員の講演会を

対象とした説明会を

行う。 

口コミで意見を集める。 

PTA、習い事の集まりなど。

条文化のプロセス

にパブリックコメ

ント方式を採用す

ることも必要。 

（フィードバック

方式の一つとして

検討してほしい。）

市内２５ヶ所で

委員が出向いて

条例のことを説

明したら？ 

各施設・各団体

へ出向いて声を

聴く。 

市民活動団体から 

意見を聴く。 

・環ボラ登録団体 

・サポセン登録団体 

・社協（福祉）団体 

・フラワーガーデン 

 登録団体 

ミニ集会のようなこと

を色々な場所、時間帯

に開き、意見を聞く。 

議論を広げる意

味で 

「議会基本条例」

とセットで検討

できないか。 

学生の意見を

取り入れるの

であれば、授

業を使って意

見を集める。 

大勢の方とは、各年代層を満遍な

く吸い上げることであると思う

が、方法をどうしたら良いか。 

学校、自治会、会社等を抽出か。

男性、女性、若い方、高齢者等全

ての方に関係深い条文になること

も想定されるので、各階層を抽出

できる方法を考える。 

条例づくりを 

しているという PR をする 

企業の従業員等

を通じてジャン

ルを広げたらど

うか 

自治会、その他

の所で PR し、

アンケート等

をとる。 

人の集まるところ。 

地域センター、スーパー、

学校、その他にアンケート

(意見)回収の場を作る。 

条例づくりとは何か？を

ＰＲする 

何を基本条例に

盛り込むのか。

どういうものを

条 例 に す る の

か、もっと説明

が必要。 

何を基本条例に盛

り込むのか。 

どういうものを条

例にするのか、も

っと説明が必要。 

小田原の自治意識は

どうかという疑問が

あるが、 

空気のように自覚さ

れていないほど自治

が行き届いていると

いう見方もある。 

どう波風立てるか！ 

自治基本条例は

どういうものか

の PR が十分にさ

れていないと応

答の中身が空虚

なものになって

しまう。十分な

PR を望む。 

出来上がる前に 

周知が必要。 

条例づくりの取り

組みを知ってもら

うためには、口コミ

だけでなく PR をす

ることが必要。（街

頭ではもちろん、イ

ンターネット等で

も PR する） 

まず、盛り込む内容(条

文概要)を大枠で決めな

いと、方向性が定まらな

い気がします。その中で

市民要求をする。 

小田原市民の行

動規範を作ると

いうことか。 

市民の啓発 

逆説的な言い方をすれば、

小田原市が夕張市みたい

になれば関心も高まる？ 

検討委員会委員の推薦

母体になる団体の性格

等が十分にチェックさ

れる必要がある。 

財政等の公表。 



第３回プレ検討委員会 

２班  (８名) 21 件 

全体の 

  感想 

こんな変化を 

はじめた小田原を

見直しています。 

生 活 

自然を大切にして

樹木を伐るな。 

信号を守らない人が

多くなっている。 

子供の将来に、はたし

て良いイメージとな

るか。そこも正さない

といけない。 

市内巡回用の交通に

モノレールを作る。 

平和な 

 生活を。 
競輪場の学校地から 

移動させる。 

リーダーは 

公的地位なので、ねぎら

いは必要ではないか。 

検 討 委 員 に 参 加 し て 欲 し い 人 

市民に今決めようとして

いる内容を、まず理解し

てもらうために、漫画で

広報にのせる必要あり。 

基本条例は 

市民が勉強しないと

良い意見が出ない。 

各年齢層の人達に

参加して欲しい。 

各 年 代 か ら 招 集 し

様々な意見を聴く。 

各地区の代表に参加

してもらう。 

議員さんに 

協力してもらう。 

検討委員会は市の公募に応じ

市が決めた人がメンバーなの

で市民の代表ではない。 

プレ検討委員会（オープ

ンスクエア）の地域移動。

市役所内だけでなく。 

課題を明確にしてそれを 

克服するべく条例にするべき。 

（課題の一本化） 

例）中心市街地衰退化・・・ 

検討委員会で出た方向性を市民

に伝えることで、また違う意見

を出す方がいるのではないか。 

福祉サービスを受ける側が

参加すべき。 

行政の目的を明文化する。

市民を縛るな。 

市民に知らせる方法を、 

もっと考えて欲しい。 

（パソコンを使わない人も多い） 

福祉関係、教育問題等、 

順番があると思う。 



第３回プレ検討委員会 

３班  (８名) 22 件 

 

誰 に 参 加 し て も ら う 

参加してほしい方 

 条例づくりの為に 

地域活動で成果を 

 あげている方を推薦。 

地域のことは地域の人に聞け！ 

市民、小田原に働きに来ていたり、

関わっている人すべてに参加して

もらう必要がある。 

特に選挙権のない子どもたちや自

然の声を代弁してくれる人にぜひ、

参加してもらう必要がある。 

参加 

①各世代男女別。 

②特に主婦層。 

障がい等のために家

から出られない方も。

小田原の外に働きにい

っている人たち。 

なかなか小田原に関心

関わりを持てないから。

理 由 

自治基本条例づくりに参加してもらう為に 

自治会や 

  団体を通じて 

自治会への 

  呼びかけ 

各自治会や PTA から

人伝で知らせていく。

広報は見てない人が

多い。 

各市民団体、 

社会福祉協議会、

またその中の各グ

ループから人伝え

で知らせていく。 

自治会長が各人の

意見を集約する 

各種団体への

呼びかけ 

各種障がい等で

自宅、施設から出

られない方へ訪

問、聞き取り。 

議員を通じて 

議員と合同で 

検討委員会を 

呼びかけ 

現在、議員は 

『市民の声を伝える』

仕事をしていない！

議員からは 

「ききたくない」 議員の人達と意見

交換をもつ。 

自分自身がしっか

り地域の現場を深

く見てゆく。 

議員への呼びかけ 

Ｐ Ｒ と 意 見 集 約 の 仕 方 

まず、PR ありき 

①広報への定期的な掲載 

②回覧（自治会）の活用 

③フォーラムの出来る限

りの回数多い実施 

ポスターの作製 人通りの多いスポットに 

自治基本条例参加コーナー

を作る。 

スーパーなど 

商店街に意見箱な

どを設置する。 

タウンニュース等でも広報。 休みの日等、人での

多い時にスーパー、

デパート等に出向

いて意見を聞く。 

選挙のときみたいに 

一人ひとりに通知を

送る。 

人通りの多い街なかで 
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無作為抽出した市民アンケート 

サンプル数を多く 

（少なくとも数千単位）

街に出て意見をもらう。 

アンケート配布方式、きき

とり方式どちらでもよい 

ＮＨＫのアンケート調査

のように個別に電話して

意見を聞く。 

街頭アンケート 

⇒根気強く数多く！ 

（数千単位） 

サイレントマ

ジョリティの

人達の意見、思

いを聞き取る。

心 が ま え 

条例は文章内容とも

わかりやすいこと。 
市民が順守するという

心がけを持つこと。 

CO2対策。 

環境問題は皆が役割

を担う。 

災害時には 

みんなで助け合う

必要がある。 

個々の条文より市民

の心がまえの方が 

重要な場合もある。 

ま ず 啓 発 

一般的には 

全く関心がな

いと思われる

ため。 

なぜ今、 

「自治基本条例なの？」

という啓発から行わな

いとだめ。 

人の集まる場

所での宣伝。 

祭り、 

PTA行事 

（運動会？） 

現在行っているような

グループワークの場を

あちこちで開催する。

市民に先ず知らせる。 

テーマを 

明確にして。 

教育現場を活用した 

子供たちの意見聴取 

中学生に親とともに

考えて、家庭から意見

を出してもらう。 

学校でも議論 

⇒高校レベルか？ 

市内の小・中・高・大。

生徒の思いを聞き出す。

将来の大人 

（子供達）の夢、 

希望を良く聞く。 

自治会等各団体への 

意見聴取 

できるだけ多くの

団体＋自治会との

懇談。 

自治会等の行事に

参加し、その中から

知恵をとりくむ。 

各教育団体または、

諸団体から意見を

出してもらう。 

インターグループワーク

方式で、代表を集めて往

復運動をする。 

（商店会、PTA、会社、 

自治会、医師会・・・） 

多くの市民の意見

を聞く。 

いろいろな団体（老

人会、自治会等）に

出向いて収集。 

各自治会で今回のよ

うな自治基本条例に

ついての話し合いを

何回か行う。 

各自の職場、所属のグル

ープの人々からアンケー

ト形式で意見をもらう。

（含 学校、PTA） 

自治会に依頼して

アンケートをとっ

てもらう。 

条例づくりに 

賛成、反対の意見を 

聞く。 

（法案みたいな感じ） 

利害関係の異なる

団体の人達の意見

を吸い上げる。 

インターネットの活用 

自治基本条例の 

メルマガ発行。 

インターネットに

よる意見収集。 

ブログを立ち上げ、 

意見を出してもらう。



第３回プレ検討委員会 

５班  (８名) 32 件 

 

条例作成まで

の時間が 

もっと必要!! 

検討委員会の

メンバーが少

なすぎ。 

市職員も市民と

共に学習する場

を作る。 

市民フォーラム（説明会）

を開き、自治基本条例に 

ついて知ってもらう。 

提 言 

意見を出しにくい人

からの聞き取り調査。

体の不自由な人の

意見を十分取り入

れる。 

暮らしやすさ、 

暮らしにくさ等、 

友達の声から聞きたい。 

意 見 の プ ル 

小、中、高、大 

(児童、生徒、学生)より、

｢小田原の未来｣につい

て作文を募集する。 

教育委員会システム

と市のシステムが 

断絶がある。 

特に、子ども、老人

が参加して全ての

意見が集約される

必要がある。 

ご年配の方と小さな

子どもたちが、一緒

に遊べる様なところ

があると良いかな？ 

年代別に議論する機会

を作る。 

未来のことを考え、

若者にもっと意見

を求めていく。 

若い人たちの声が

沢山聞きたい。 

教 育 

誰

に

参

加

し

て

も

ら

う 

ｗｅｂ等のメディアの 

有効活用 

（ex.藤沢市民会議の HP）

小田原市のホームページ

は見にくい。 

（分類の仕方が不明） 

TV、 

FM 小田原 

メールなどを使って

意見がしやすい環境

を作る。 

検討委員会等の情報提供

をすばやく。 

基本条例の精神を、

もう少ししぼって提

案していく。 

メ デ ィ ア 

興味はあってもど

の様に参加したら

良いのかわからな

い人が多くいる。 

全国ＮＧＯなど

の支部、組織か

らの意見収集 

スポーツ団体の 

人達にも参加を 

呼び掛ける。 

シルバー大学の 

同期会の人に参加

してもらうように

知らせる。 

条例づくりを市民

ができることを広

く知ってもらう。 

店などに協力をし

てもらい、チラシ

を買ったものの袋

に入れてもらう。 

商工会議所等、 

組織からの動員。 

諸

団

体 

ＰＩの場で各種団

体の中に自治会、 

老人会などに参加

してもらう。 

＜情報を広める為に＞ 

自治会 

ＰＴＡ（子供会）等、

様々な団体。 

若い層～お年寄  

意見を募るのにＨＰ、

自治会の回覧等活用。

自治会回覧板への 

   情報提供不足。 

参加できない人のため

に自治会、婦人会、老

人会、子供会等にアン

ケートをお願いする。 

自

治

会 

◎

知

っ

て

も

ら

っ

て

参

加

し

て

も

ら

う

工

夫 



第３回プレ検討委員会 

６班  (８名) 33 件 

 

必 要 性 

条 例 づ く り に 向 け て 

今の条例も分からない 

（わかりやすく）。 

まずは、 

自治基本条例づくり

の必要性をわかり易

くアナウンスする。 

交通ルールを 

守れる道路づくり 

少子高齢化対策 

安心・安全の町づくり。

人と人とのつながり 

コミュニケーション 

まちづくりがハード

よりソフトが重視さ

れるなら住民の心の

問題だからあらゆる

人に参加してもらう。

参 加 

多くの市民に知って参加してもらうには 

幅広い年齢層より

意見聴取 

自治会に参加でき

ていない人に関し

て、どう意見を吸

い上げるのか？ 

組織的に運動を展開

して全員が巻き込ま

れる様にする。 

あきらめに近い感情を 

持っている人に対しての 

アプローチ方法として、人

から人へ口で伝えていく。

プレ検討委員会に来た人

を軸に広めてゆく。 

市民の暮らし

に関わる条例

づくりを議題

にしていく。 

住民一人一人に 

跳ね返ってくる様

な具体条文をおと

りにしてみんなの

関心を引く。 

集合住宅に居住する

人達に対する対処の

仕方を工夫する。 

仮想対抗者を明確に

して最終的に討論す

る相手を考えながら

進める。 

環境も金で購入

したいと思って

いる人（移入者）

に対する対処の

仕方を工夫する。

風通しのよい行政。 地域、農業を応援 

できる若者をつくる。

知 っ て も ら う 

インターネットを 

通じて今回のミーテ

ィングの状況などを 

広く流す。 

検討委員会、オープンスク

エア等で話し合った内容

を広報紙、ネット上に逐一

報告し、一人でも多くの市

民に知ってもらう。 

保育園、幼稚園、小、中、

高校、大学、教育機関に

呼びかけ、子どもたちに

も周知。親にも関心を持

ってもらう。 

自治会内の組単位で

意見を吸い上げを 

“みんなで作ろう 

小田原自治基本条例”

キャンペーン隊を作

ってアンケート用紙

を配り、皆に参加意識

を持ってもらう。 

広報おだわらに２ページくらい

にわたって“アンケート用紙を載

せＦＡＸや郵送で送ってもらう。

アンケートの内容 

・どのような小田原のルールがあ

るといいですか。 

・小田原で変えた方がよいところ

はどこですか。など。 

ボランティアを 

募集して条例関係の 

ホームページを開き 

意見をインターネット

で集める。 

小田原の事業所

宛に呼び掛ける。

市主催のイベントに

て、市民から自由な意

見ブース設立。 

（条例づくりへの取り

組みを知ってもらう。

市民の意見をもらう。）

自治会で話し合って

もらう。 

回覧で周知、意見を

募る。 

小田原市基本構想と 

自治基本条例との違いは。

平成１０年３月制定 

（市議会）。 

行 政 関 連 機 関 の

方々にも強く呼び

掛ける。 

行政関連機関の方々に

も強く呼び掛ける。 

地域の祭典で 

呼び掛ける。 

自治会とかグループだ

とか管理組合とか利用

出来るあらゆる集団を

通じて広報する。 

市民グループが 

沢山あります。 

ボランティア、文化等々

多くのグループに参加

を呼び掛ける。 
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７班  (８名) 42 件 

 
誰に参加してもらうべきか 

検 討 委 員 会 

あらゆる年代から意

見を聞ける人（小中高

大含む）（教諭、子育

て支援者、保護者 

様々な職業との

接点がある人。 

検 

行政に関する知識の

高い方。 

検 

市議会議員 

小田原を外から

見ることができ

る知識人 

広報  

各種団体から 

ＰＲしてもらう。

検討委員を選ぶの

は、２人の先生にま

かせて欲しい。市は

口をださないこと。

検 

検討委員会に 

必ず出席できる方。

消防団。 

防災の意見を

ききたい。 

最近 

越してきた人 

自治会 大学生 おやじの会 母親クラブ 各種 

ボランティア 

検 

片寄った思想のない方 

検 

プレ検討委員会に全て

出席している方 

検 

各種団体の役員

（会長）経験者 

質 問 

質問 

団体推薦委員は 

3 回のプレ検討委員会に

全て出席している人な

のか。 

質問 

（仮称） 

オープンスクエア及び

検討委員会の募集につ

いてはどのようにされ

たのか？ 

質問 

団体推薦委員の団体

は、どのような団体な

のか。 

今後のスケジュールで

は、行政で条文化となっ

ておりますが、条文化す

るにあたって議会の意

見はどのように反映す

るのか？ 

質問 

検討委員会の人数を 

5 人とした理由 

市民の声をとりあげる

のに、本人が希望する

場合は説明をさせては

どうか。 

文章では表現しにくい

場合あり 

知ってもらう。参加してもらう工夫 

興味を持ってくれ

そうな知人から誘

っていく。 

学校や団体などで 

アンケートを実施する。

街頭キャンペーン 

（呼びかけ、アンケート

など） 

ＦＭODAWARA、タウン誌、

マスコミに呼び掛け。 

市長自ら、あらゆる

機会を通じて、 

条例づくりの必要性

を訴える。 

オープンスクエアの存在

を市の（組織の）身近な人

に知らせ、一緒に参加しま

しょうと呼び掛ける。 

各種団体を通じ

て呼び掛ける。 

学校でのプレ

検討委員会の

実施。 

他地域の成功例の

紹介キャンペーン。

市のタウン誌に 

頻繁に自治基本条例

の作成のプロセスを

掲載する。 

（継続的に） 

マロニエやけやきを 

使用している団体に 

アンケート用紙を配り、 

大まかな議題を並べてど

ういった点に興味がある

のかを吸い上げる。 

（本当の意味での一般人）

小田原は今 

「自治基本条例づく

りをしている」という

ことをもっとアピー

ルする。 

子どものお手紙の中

に盛り込む。 

ランダムな

呼びかけ。 

友人や知人で、 

この種のことに

興味を持ってく

れそうな人に声

を掛ける。 

オープンスクエアで出さ

れた意見が 

どう反映されたかを適宜

オープンスクエア参加者

に知らせる。 

自分がオープンスクエア

に参加し、その状況を市

や組織の身近な人に知ら

せる努力をする。 

特定のテーマに深く

関心のある方。 

中学生、高校生、 

将来ある若者の意見 
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誰 に ？ 

職員。 

市民の声を反映す

るためには、職員の

意識改革が必要。 

協働について職員

がしっかり学ぶ。 

企業人 

有識者 

自治会長。 

集合型住宅の 

所有者・管理人 

商店街の代表者達 

弱者の立場の人。 

行政に世話になって

いるというひけめが

あり、自己主張がで

きない人が多い。 

小中学生へ。 

・挨拶、 

・下級生の面倒を 

 みる。 

・掃除 を先生が 

男女同数 

（考え方が 

 違う場合がある）

不特定多数の人々 

(民意の反映のため) 

世代に片寄らない。

（幅広い世代の人の  

 参加) 

いろいろな年代の人

（生活環境が違う） 

各年代に男女。 

特にこれからの 

小田原を支えていく

働く世代。 

老人の活性化。 

各人のニーズを聞い

て活かす。自分は何

ができるの？ 

そもそも 

この「条例」の

イメージが市民

に伝わるか？ 

自治基本条例とは

何かを話し合うこ

とが必要。 

他市の工夫、成功

例など、一般の市

民にも出来るだけ

わかりやすく説明

してもらいたい。 

参 加 し て も ら う た め の 工 夫 

駅前、ショッピ

ングセンター

等で、掲示板に

意見を貼って

もらう。 

分野別 

懇談会開催 

関係者が出張る。

例：検討委員、行政、

説明･意見交換 

様々な具体な 

テーマでの一定

の執行を担保さ

れた協議会 

例えば、 

テーマ別で 

「協議会」を作る。

声を出す。 

隣の人に伝える。

｢条例づくり｣の 

イベント化。 

(お楽しみ企画化) 

知 っ て も ら う 工 夫 

「自治基本条例」 

という言葉では漠

然としすぎていて

分かりづらいので、

もっと簡単な言葉

で市民に伝える 

広報紙や回覧板

で周知する。 

市民への関心度。

広報紙での周知、

地域での回覧板

での周知。 

市役所にタレ幕。

既
存
の
広
報
ツ
ー
ル 

広く市民に

伝えるため

の地域、懇談

会の開催。 

市民がまちづくり

に参加しようとい

う意欲をおこさせ

ること。 

イベント的なもの

もあって良い。 

関係者が出張る

意見交換、説明、

行政や委員。 

会

議 

交通関係 

ゴミ収集車の 

スピーカーで宣伝する。

公共交通機関を利用

しない人はいないの

で、バス、タクシー、

電車で知らせる。 

ゆるキャラで宣伝。

（キャラクター） 

広報やホームペ

ージに掲載。 

TV、マスメディア、

インターネットの

活用。 

Ｅ

系 

自分の家の前は 

自分で掃除したい 

商店の活性化 

夕方は、７時までシャッター

を閉めない。(人を集める) 
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 ど ん な 条 例 な の か 

条例をつくる前に、 

どんな条例をつくるかを 

市民から話しを聞く事が 

必要だと思うので、 

各年齢、仕事、他色々 

なぜ自治基本条例

が必要なのか？ 

その理由の明確化 

現在の問題点は 

何か？ 

（システム、財政）

将来どのような姿

に し た い の か ？

（小田原を） 

具体的なテーマ

（介護、防災）

とか？ 

「自治基本条例」を若年層にも

知ってもらい理解してもらう

ために、市民会館や大学などで

フォーラムを開いてみる。 

先がけて実施して

失敗または欠点等

についての事例 

紹介をして 

   もらう。 

先がけて実施して

とても有効な事例

を 説 明 し て も ら

い、理解を深めて

もらう 

「自治基本条例」とは何か？ 

を身近な言葉で言い表す。 

 何のために作るの？ 

 作ったらどういいの？ 

 市民参加なく作ったら 

 なぜいけないの？etc. 

メ デ ィ ア 戦 略 

街や駅などにポスターの

ぼりなどを置いて、 

歩いていて自然と何度も

目にして、 

｢参加するのが当たり前」

という空気をつくる。 

楽しいイベントの機会な

どに PR する。 

「オープンスクエア」を 

そんなイベントの続きに 

開催する。 

策定の取り組み状況

をタイムリーに広報

すること。 

FM 小田原で放送する。 

イ メ ー ジ 戦 略 

・キャラクター 

・ニックネーム

の募集 

｢自治基本条例｣に 

親しめるニックネーム

をつける。 

案（一部分づつでも）

を示してコメントを

求める。公式の会議だ

けでなく、イベント

時、HP アンケート等

の手軽な機会に。 

アンケートを

とる。 

ネットで 

アンケートをとる 

（若い人を取り込む）

全体の意見は統

計的な要素を入

れ込んでもよい。

友人・知人の

意見を聞く。

小学生、中学生、

高校生の意見を

聞く。 

まごのサークル

で話しをしても

らう。 

大学のサークル

で話す。 

○○で話す。

家族を 

説得する。 

友人を誘う。 

インターネットを

通して自由に意見

をいい、それに対す

る ANS をもらえる。

市役所職員の方にも外に飛び

出して頂き、西に集まりがあれ

ば行って意見を聞き、 

東にスポーツがあれば参加し

意見を聞く－出向く積極性 

女性層、各年齢層と

いった島をくくり

ディスカッション 

自治会レベルで現在の

問題点を出してみる。 

地元企業での 

意見収集会。 

老人会の 

会合で話す。

学校単位で（幼稚園、小・中学校） 

子どもを通してその意見を親御さん

から出していただく。 

自治会単位で説明会や

意見聴取の会合を持つ

こと。 

自治会を通じ

アンケートで

参加をしても

らう。 

それぞれの自治会で 

公民館を活用して小単位の

集会でディスカッションし

たらどうか。 

自治会で話す。 

情 報 収 集 

外部の人間 

（小田原以外の人）は

どう思っているのか。




